13.進行性筋ジストロフィー症の左心機能評価 : 第1報,亜硝酸アミル負荷法を応用して(第655回千葉医学会例会・第4回千葉大学第三内科懇話会) by 本多,瑞枝 et al.
2L!6 第655回千葉医学会例会・第 4回千葉大学第三内科懇話会 
13.進行性筋ジストロフィー症の左心機能評価

第 1報，亜硝酸ア言ル負荷法を応用して

本多瑞;伎，宮崎彰，増田善昭
稲垣義明 (千大)
福田薫，村木登，平井昭
(千葉市立) 
Duchenne型進行性筋ジストロフィー症は，骨格筋病
変を主徴とする遺伝性疾患であるが心筋にも変性を認
め，死因の大半が呼吸器感染症ならびに心不全によるも
ので，心機能の把握は，本症の予後判定や患者管理の上
からも重要と考えられる。われわれは，本症患者34名 
(8 -27歳， 平均年齢15.3歳。 StageIV-VIII) につ
き，心機図および UCG，UCTなど非観血的手法によ
り，次の検討を行った。①安静u寺左心機能;重症例で心
拡大， EFの低下，ETjPEPの減少傾向をみとめ，左心
機能障害が示唆された。②左心機能の経年変化;17例に
つき， 2年間の経時的観察を行った。骨格筋病変と左心
機能障害の進行は，必ずしも pararellで、はなかった。
③亜硝酸アミノレ負荷法による左心予備能の評価:冠動脈
病変および血流異常を主徴とする虚血心の左心機能評価
における本法の有用性は，すでに報告したが，心筋障害
を主とする本疾患においても 左心ポンプ機能の把握に3
有用であった。今後，更に経過観察を続けていきたい。 
14.脈波速度を修飾する機能的因子について

一亜硝酸アミル吸入法による検討ー

村木登，斉藤学，山崎行雄
福田薫，平井昭(千葉市立)
本多瑞枝，西本良博(千大)
大動脈脈波速度は，動脈硬化判定における臨床的指標
として用いられているが，血圧，心拍数など種々の機能
的因子の影響をうけ，その評価には慎重を要する，我々
は，容易に血行力学的変化をおこしうる亜硝酸アルミ吸
入法を用いて，健常者および高血圧症40例を対象に，吸
入前後の脈波速度，血圧，心拍数などの変化につき検討
した。亜硝酸アミ lレ吸入後，脈波速度は血圧の低下と共
に，一般に減少するが，高血圧症の一部には逆に増加す
る例もあり，心拍数，その他の因子が血圧の変動以上に
影響を与えうることが示唆された。 
E三 
15.慢性腎不全患者の透析前後における非観血的心機
能評価
湊 明，山本和利，山本博憲
松井一篤，岩重信
(千葉社会保険)
我々は当院で人工血液透析をうけている， 31名の慢性
腎不全患者につき，透析前後での心機能の変化を非観血
的に計測したので報告する。
1. 透析後に，心拍数は有意に増加し，拡張期血圧は
低下した。 
2. ETcは，有意に短縮したが， PEPcはほとんど
不変で、あった。 
3. 左室径は， Dd，Dsともに有意に減少し mVcf， 
mPWVともに増加がみられた。
又， mVcf，mPWVの変化率と， ETcの変化率との
聞に有意な相関はみられなかった。 
4. COは増加傾向を示したが有意ではなく， SVは
ほとんど不変であった。 
5. 以上より，透析後に，心収縮性は高まるものの，
心機能の改善は確認されなかった。 
16.血管拡張薬の運動時血行動態に及ぼす効果
字国毅彦，檎垣進，福田利男
今関安雄，中村仁
(八日市場国保病院〉
各種心疾患を対象にニトログリセリン (NTG)及び
プラゾシン (PZ)の運動能に及ぼす効果を体・肺血行動
態面より観察した。 24例について， NTGO.3mg舌下使
用前及び 5分後から臥位後段階式ヱルゴメトリーを行
い，循環諸量を測定した。運動による体血圧，肺動脈
圧，肺動脈模入庄の上昇は NTGにより有意に抑えら
れたが，心拍数，心拍出量，肺，体血管抵抗は不変であ
った。左室流出路障害を除き，他の左心疾患患者群で
は，自，他党的に運動能が改善した。
慢性難治性うっ血患者 4例に PZ，1日1.5-3mgを 
7日間使用，同一手法により使用前後の運動に対する効
果を観察し，全例に血行力学及び運動能の改善を認め
た。
